
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ＦＭ文字多重放送によりＦＭ放送電波に多重されて送信されてくる情報を受信する受信手
段と、
　前記受信手段で受信された情報の内の時刻情報を記憶する時刻情報記憶手段と、
　前記時刻情報に含まれるブロック数データを抽出するブロック数データ抽出手段と、
　前記時刻情報 位置と前記ブロック数データとから前記時刻情報の
示す時刻のブロック位置を算出し、算出したブロック位置とフレーム同期信号及びブロッ
ク同期信号とに基づいて修正タイミング信号を出力する修正タイミング信号発生手段と、
　発振器で生成されるクロック信号を分周し、分周した信号を計数して時刻を計時する計
時手段と、
　前記計時手段により計時される時刻を表示する表示手段と、
　前記計時手段により計時される時刻を、前記修正タイミング信号に同期したタイミング
で前記時刻情報記憶手段に記憶されている前記時刻情報に書き換える時刻補正手段とを備
えることを特徴とする電波時計。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、放送電波に多重されて送信されてくる時刻情報の受信機能を有する
に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
ドイツ、日本などにおいては、時刻コードを含んだ長波標準電波が送信されており、この
標準電波を受信して時刻を計時する電波時計が実現されている。
【０００３】
日本の長波標準電波のＪＧ２ＡＳでは、基準マーカとその基準マーカの時刻が次の１分間
で送出されるようになっており、基準マーカは正秒のタイミングに送出される。ここで、
長波標準電波を用いた時刻補正方法について説明する。
【０００４】
図５は、受信した時刻情報と、内部で計時された測定時刻との時間差を求めて時刻を補正
する従来の電波時計の回路ブロック図である。
アンテナ１０１で受信された４０Ｋ Hzの長波標準電波は、受信増幅回路１０２で増幅され
、受信パルス発生回路１０３でその受信信号から基準マーカが検出される。そして、時刻
信号判定回路１０４で基準マーカ点の時刻が求められ時刻差測定回路１０５に出力される
。
【０００５】
他方、発振器１０６で生成されるクロック信号は内蔵時計１０７で計時され、測定用時刻
信号生成回路１０８を経て時刻差測定回路１０５へ出力される。時刻差測定回路１０５は
、受信した時刻情報と、内蔵時計１０７で計時された時刻との時間差を測定し、測定した
時間差を補正信号発生回路１０９へ出力する。補正信号発生回路１０９は、測定された時
間差に応じた補正信号を出力する。この補正信号は補正信号累積回路１１０で累積されて
、秒単位、あるいは分単位のずれが生じたなら累積された補正信号が内蔵時計１０７に出
力されて時刻の補正が行われる。この内蔵時計１０７の時刻は表示部１１１に表示される
。
【０００６】
次に、図６は、基準マーカを検出したとき、秒信号をリセットし、計時中の時刻を受信し
た時刻情報に書き換える他の従来例の回路ブロック図である。
アンテナ１２０で受信された長波標準電波は、受信回路１２１及び検波回路１２３で同調
、検波され基準マーカ（Ｍ信号）検出回路１２４及びコード復号回路１２５へ出力される
。コード復号回路１２５は、符号化されて送信されてくる基準マーカ点の時刻情報を復号
して補正時刻記憶部１２６に格納する。
【０００７】
分周及び計時回路１２８は、発振器１２７で生成されるクロック信号を分周し、その分周
した信号を計数して時刻を計時する。分周及び計時回路１２８で計時された時刻データは
時刻記憶部１２９に格納され、この時刻記憶部１２９の時刻データが表示部１３０に表示
される。
【０００８】
基準マーカ検出回路１２４は、基準マーカを検出したとき、時刻記憶部１２９の時刻デー
タを、補正時刻記憶部１２９に記憶されている基準マーカ点の時刻データに書き換え、さ
らに分周及び計時回路１２８で計時される時刻データの秒桁をリセットする。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
長波標準電波を受信して時刻を補正するためには、電波時計に専用の受信機を備える必要
があり、コストが高くなるばかりでなく、外形寸法が大きくなるという問題点があった。
【００１０】
また、長波標準電波を送信する標準電波送信局は限られた地域にしか存在しないので、ど
の地域でも長波標準電波を受信して時刻の校正を行えるようにはなっていない。
【００１１】
さらに、長波標準電波では、基準マーカとその基準マーカ点の時刻が次の１分間に送信さ
れるので、受信側では、予め基準マーカが送出されるタイミングを待ち受けて時刻を補正
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する必要があった。
【００１２】
本発明の課題は、文字多重放送により送信される時刻情報を利用して時刻を補正できるよ
うにすることである。また、他の課題は、正時、正分等の限られたタイミングでなくとも
時刻を補正できる電波受信装置を提供することである。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
　本発明の電波時計は、ＦＭ文字多重放送によりＦＭ放送電波に多重されて送信されてく
る情報を受信する受信手段と、前記受信手段で受信された情報の内の時刻情報を記憶する
時刻情報記憶手段と、前記時刻情報に含まれるブロック数データを抽出するブロック数デ
ータ抽出手段と、前記時刻情報 位置と前記ブロック数データとから
前記時刻情報の示す時刻のブロック位置を算出し、算出したブロック位置とフレーム同期
信号及びブロック同期信号とに基づいて修正タイミング信号を出力する修正タイミング信
号発生手段と、発振器で生成されるクロック信号を分周し、分周した信号を計数して時刻
を計時する計時手段と、前記計時手段により計時される時刻を表示する表示手段と、前記
計時手段により計時される時刻を、前記修正タイミング信号に同期したタイミングで前記
時刻情報記憶手段に記憶されている前記時刻情報に書き換える時刻補正手段とを備える。
【００１４】
　こ 明によれば、放送電波に多重されて送信されてくる時刻情報により計時中の時刻
を補正できるので、長波標準電波を受信できない地域でも正確な時刻を計時することがで
きる。また、時刻補正のタイミングが正時、正分等の特定の時刻に限定されない。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施例を図面を参照しながら説明する。図１は、本発明の第１実施例の電
波受信装置である電波時計の回路ブロック図である。
【００１８】
アンテナ１で受信された無線信号は受信回路２、ＦＭ復調回路３及びＭＳＫ復調回路４で
復調され、さらに復号回路５でフレーム単位のデータに復元され、フレームメモリ６に格
納される。このフレームメモリ６に記憶されたデータは、エラー訂正回路７により、デー
タに付加されているエラーチェック用データに基づいてエラー訂正が行われる。
【００１９】
ＭＳＫ復調回路４でＭＳＫ復調された信号は、同期信号再生回路８に出力され、ブロック
同期信号及びフレーム同期信号の再生が行われる。この同期信号再生回路８で再生された
ブロック同期信号及びフレーム同期信号は、プロトコル復号回路９及び修正タイミング信
号発生回路１０に出力される。
【００２０】
プロトコル復号回路９は、ＦＭ文字多重放放送におけるデータの符号化プロトコルに従っ
て国別コード、放送事業者番号及び付加情報を抽出し、抽出した付加情報をデータメモリ
１１及び時刻情報メモリ１２に出力する。
【００２１】
ＦＭ文字多重放送では、付加情報として番組放送開始編成時間、時刻情報、交通・緊急情
報等が送信されており、これらの付加情報の内で番組放送開始編成時間、交通・緊急情報
はデータメモリ１１に格納され、時刻情報は時刻情報メモリ１２に格納される。
【００２２】
ＦＭ文字多重放送で送信されてくる時刻情報は、その時刻情報の示す時刻のタイミング（
時間軸上の位置）を、時刻情報を伝送するフレームの次の次のフレームの先頭ブロックの
ブロック番号を「１」としたときのブロック数で表している。
【００２３】
そこで、修正タイミング信号発生回路１０は、時刻情報メモリ１２に記憶されている時刻
情報が伝送されたフレーム位置及びその時刻情報の中のブロック数データから、時刻情報
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の示す時刻のタイミングを求める。そして、そのタイミングに時刻修正回路１３に修正タ
イミング信号ａを出力して時刻の修正を行わせる。具体的には、時刻情報の中のブロック
数データから、時刻情報の示す時刻のタイミングが、現在のフレームの２フレーム以降の
何ブロック目かを求め、その求めたタイミングに修正タイミング信号ａを出力する。修正
タイミング信号発生回路１０は、同時に分周回路１５に修正タイミング信号ａをリセット
信号として出力して、分周回路１６から出力される計時信号をリセットする。なお、分周
回路１６は、発振回路１５で生成されるクロック信号を所定周波数に分周した信号を計時
信号として計時回路１４に出力している。
【００２４】
時刻修正回路１３は、修正タイミング信号ａを受け取ったなら、計時回路１４で計時中の
時刻を、時刻情報メモリ１２に記憶されている時刻情報に書き換える。このとき、時刻修
正回路１３は、時刻情報を時差データ分補正した時刻データを計時回路１４へ出力する。
計時回路１４で計時された時刻データは表示制御回路１８に出力され表示部１９に表示さ
れる。
【００２５】
他方、受信データメモリ１１に記憶された番組開始編成時間、交通・緊急情報等は、制御
回路１７の制御の基に表示制御回路１８に出力され表示部１９に表示される。また、制御
回路１７は、入力部２０からの入力信号を検出して、表示部１９に表示する情報の切り替
え等を行う、
ここで、図２を参照して時刻情報の受信タイミングと、その時刻情報の示す時刻のタイミ
ングとの関係を説明する。
【００２６】
放送電波に多重されて送信されてくる情報は、例えばパリティビットを含む２８８ビット
のデータを１ブロックとし、そのブロックが２７２個集まって１フレームを構成している
。そして、時刻情報としては、時刻データとその時刻データの示す時刻のタイミングを示
すブロック番号とが送信されてくる。このブロック番号は、時刻情報が伝送されるフレー
ムの次の次のフレームの先頭ブロックのブロック番号を「１」としたときに、時刻データ
の示すタイミングが何番目のブロックであるかを示している。従って、このブロック番号
から時刻情報の受信タイミングと、その時刻情報の示す時刻のタイミングとの時間差を求
めることができ、時刻情報を受信するタイミングが何時であっても、時刻データと時刻情
報の受信タイミングと差情報とから計時中の時刻を補正することができる。
【００２７】
今、図２に示すようにフレーム１の特定のブロックで時刻情報を受信し、その時刻情報の
時刻データが「Ｘ日Ｙ時０分」で、その時刻データの示す時刻のブロック数が「３」であ
ったとすると、２フレーム後の３ブロック目がその時刻データの示す時刻のタイミングで
あるので、フレーム３の３ブロック目に修正タイミング信号発生回路１０から時刻修正回
路１３へ修正タイミング信号ａが出力される。時刻修正回路１３は、修正タイミング信号
ａを受け取ったとき、計時回路１４で計時中の時刻を受信した時刻データに書き換える。
これにより時刻の補正が終了する。
【００２８】
次に、以上のような構成の第１実施例の時刻補正時の動作を、図３のタイミングチャート
を参照して説明する。
今、図３に示すようにフレーム１の５ブロック目に時刻情報としていて、時刻データ「Ｘ
日８時００分」と、その時刻データの時刻のタイミングを示すデータとしてブロック数「
３」が送信されたとする（図３（ａ））。
【００２９】
受信側でそれらのデータが受信、復号され、さらに、文字多重放送で定められているプロ
トコルに従って復号される（同図（ｂ））。時刻情報は、プロトコル復号の際の一定の復
号処理時間を経過した後、時刻情報メモリ１２に記憶される。
【００３０】
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一方、同期信号再生回路８は、フレームの区切り、ブロックの区切りを検出してフレーム
同期信号及びブロック同期信号を再生する（同図（ｃ）、（ｄ））。
修正タイミング信号発生回路１０は、フレーム同期信号と、ブロック同期信号と時刻情報
の中のブロック数から、時刻情報を受信したフレームの次の次のフレーム、すなわち３番
目のフレーム３の３ブロック目の立ち上がりに同期したタイミングに修正タイミング信号
ａを時刻修正回路１３に出力する（同図（ｅ））。
【００３１】
時刻修正回路１３は、修正タイミング信号ａの立ち上がりに同期して計時回路１４で計時
中の時刻データ（補正前時刻データ）を、時刻情報メモリ１２に記憶されている時刻デー
タ（補正後時刻データ）に書き換える（同図（ｆ））。これにより電波時計内部の計時回
路１４で計時された時刻データが、放送電波に多重されて送信されてくる時刻データに書
き換えられて時刻が補正される。
【００３２】
この第１実施例は、ＦＭ文字多重放送により送信されてくる時刻情報を用いて時刻を修正
できるようにしたので、長波標準電波を受信できない地域でも、ＦＭ文字多重放送の受信
できる地域であれば、正確な時刻を計時することができる。さらに、放送局から文字多重
放送により送られてくる時刻情報を受信し、受信した時刻情報の示す時刻のタイミングを
ブロック数から求め、そのタイミングに時刻データを修正するようにしたので長波標準電
波のように正時、あるいは正分の送信タイミングを待ち受けて時刻情報を受信する必要が
無く、放送局から送信されてくる時刻情報を任意の時刻に受信して時刻を補正することが
できる。また、ＦＭ多重放送により時刻情報を送信している放送局からの電波であれば、
どの放送局の電波でも正しい時刻に補正することができるので場所による制限を受けない
。
【００３３】
次に、通常のＦＭ放送の受信中に、放送電波に多重されて送信されてくる時刻情報が正し
く受信されているか否かを識別し、時刻情報が正しく受信されているときには、その時刻
情報に基づいて時刻を自動修正するようにした本発明の第２実施例を、図４の回路ブロッ
ク図を参照して説明する。なお、図４において、上述した第１実施例の図１と同じ回路ブ
ロックには同一の符号を付けて説明を省略する。
【００３４】
図４において、アンテナ１及び受信回路２で同調、受信された信号は、復調回路（ＦＭ復
調、ＭＳＫ復調）３、４で復調され、さらに復号回路５で復号され、同期信号再生回路８
から出力されるブロック同期信号及びフレーム同期信号に同期したタイミングでフレーム
メモり６に格納される。
【００３５】
エラー検出回路３１は、放送電波に多重されて送信されてくる情報を正しく受信できたか
否かを検出する回路であり、受信データに付加されている誤りチェック用データにより受
信データに誤りが含まれているか否かを調べ、誤りが含まれている場合には、誤り訂正回
路３２にデータ誤りの訂正を指示する。
【００３６】
誤り訂正回路３２は、フレームメモリ６に格納したデータに誤りが含まれている場合には
、データに付加されている誤り訂正用データに基づいてデータの誤りを訂正した後、再度
フレームメモリ６に格納する。誤り訂正回路３２は、受信データに誤りが無かった場合、
あるいは受信データの誤りを訂正できた場合には、時刻情報検出回路３３にプロトコル復
号回路９で復号された時刻データの取り込みを指示し、受信データの誤りが訂正できなか
った場合には、時刻情報検出回路３３に時刻データの取り込みの中止を指示する。
【００３７】
時刻情報検出回路３３は、誤り訂正回路３２から時刻情報を正しく受信できたことを通知
されたなら、プロトコル復号回路９で復号された時刻情報を記憶する。
【００３８】
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時刻修正回路３４は、時刻情報検出回路３３に記憶されている時刻データの示す時刻のタ
イミングとなったなら、計時回路１４で計時中の時刻をその時刻データに書き換え時刻の
補正を行う。
【００３９】
この第２実施例によれば、ＦＭ放送の電波を受信して番組を聴取しているときに、同時に
時刻情報が受信されて時刻の補正が行われるので、時刻を補正するためだけにＦＭ受信回
路を動作させる必要がなくなり、ＦＭ受信回路を動作させることによる電源の消耗を少な
くできる。また、ＦＭ放送受信時に自動的に時刻が補正されるので、時刻情報を受信する
タイミングの制御も不要となる。
【００４０】
また、電波時計を携帯しているユーザが屋内やＦＭ電波の受信条件の悪い所に居る場合に
は、正時、あるいは正分に時刻情報を受信して自動的に時刻を補正しようとしてもＦＭ電
波が受信できず時刻の補正ができないことがある。その場合、ユーザが電波時計を夜間に
窓際などの電波の受信し易い場所に置いて正時に時刻情報を受信できるようにする必要が
あるが、本発明では、ＦＭ電波の受信中、すなわちＦＭ電波を正常に受信できる状態のと
きに、時刻情報を一緒に受信して計時中の時刻を補正するようにしたので、ユーザが何も
しなくとも自動的に正しい時刻に補正される。
【００４１】
なお、上述した実施例は、ＦＭ多重放送の場合について説明したが、これに限らず、他の
放送形態、例えばＴＶの文字多重放送にも適用できる。さらに、時計専用装置に限らず、
液晶ＴＶ、ＦＭラジオ、ＦＭステレオ、携帯型の音楽再生装置等と組み合わせた電波受信
装置としてもよい。
【００４２】
【発明の効果】
　本発明によれば、放送電波に多重されて送信されてくる時刻情報に基づいて計時中の時
刻を補正できるようにしたので、長は標準電波が受信できない地域でも正確な時刻を計時
することが可能となる。また、時刻補正のタイミングが正時、正分等の特定の時刻に限定
されない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施例の電波時計の回路ブロック図である。
【図２】時刻情報の受信タイミングと修正タイミング信号の関係を示す図である。
【図３】時刻補正時の動作を説明するタイミングチャートである。
【図４】第２実施例の回路ブロック図である。
【図５】従来の電波時計の回路ブロック図である。
【図６】他の従来例の回路ブロック図である。
【符号の説明】
２　　受信回路
５　　復号回路
９　　プロトコル復号回路
１０　　修正タイミング信号発生回路
１２　　時刻情報メモリ
１３　　時刻修正回路
３１　　エラー検出回路
３２　　誤り訂正回路
３３　　時刻情報検出回路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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